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徳
川
夢
声

　
『
話
術
』を
読
む兵

庫
教
育
大
学
名
誉
教
授　

長
谷
川　

孝
士

　

徳
川
夢
声
著
『
話
術
』（
第
一
版
第
一
刷
│
│
昭

和
二
十
四
年
六
月
二
十
五
日
、
白
揚
社
）
の
第
二
部

第
二
編
「
演
壇
話
」
の
中
に
次
の
よ
う
な
発
言
が
あ

る
。「

高
校
・
中
学
の
先
生
方
よ
、
も
っ
と
面
白
く
授

業
を
し
て
下
さ
い
。先
生
が
病
気
で
休
講
す
る
と
、

生
徒
が
大
喝
采
で
は
困
り
ま
す
ね
。
小
学
の
先
生

方
よ
、
次
の
時
代
の
国
民
を
、
強
く
、
明
る
く
、

正
し
き
文
化
人
に
す
る
教
育
の
基
礎
は
、
あ
な
た

方
に
委ま
か

せ
ら
れ
て
い
る
ん
で
す
。
子
供
は
例
外
な

く
オ
ハ
ナ
シ
が
好
き
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
ど
う

か
、
ど
の
時
間
も
面
白
く
ハ
ナ
シ
て
、
教
え
て
頂

き
た
い
。
つ
い
て
は
、皆
さ
ん
の
コ
ト
バ
で
す
が
、

ど
う
か
標
準
語
で
お
願
い
い
た
し
ま
す
。」

　

本
書
は
、
教
育
の
「
話
術
」
に
つ
い
て
の
本
で
は

な
く
、「
は
し
が
き
」に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
て
、

「
日
常
の
座
談
」
の
発
展
を
主
と
し
て
求
め
て
執
筆

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

「
話
術
を
も
っ
と
修
練
し
発
達
さ
せ
、
日
本
コ
ト

バ
の
長
所
を
、
存
分
に
発
揮
さ
せ
て
、
正
し
い
、

強
い
、
千
変
万
化
の
表
現
力
を
、
養
わ
ね
ば
な
ら

な
い
。
舞
台
や
、
演
壇
で
す
る
話
術
も
、
も
ち
ろ

ん
研
究
の
必
要
が
あ
る
が
、
私
は
、
日
常
の
座
談

が
、
も
っ
と
深
く
研
究
さ
れ
て
よ
い
と
思
う
。」

　

昭
和
三
十
二
年
に
第
二
版
、
さ
ら
に
昭
和
三
十
七

年
に
新
版
第
四
刷
が
発
行
さ
れ
た
。

　
『
話
術
』（
新
版
）
の
目
次
│
。

第
一
部　

総
説

　

第
一
編　

話
の
本
体

　

第 

二
編　

話
の
根
本
条
件
│
１　

人
格
と
個
性 

２　

言
葉
の
表
現　

３　

声
調
と
口
調 

４　

間
の
置
き
方　

５　

ハ
ナ
シ
の
分
類

第
二
部　

各
説

　

第
一
編　

日
常
話

　
　

 

第
一
章　

座
談　

第
二
章　

会
談 

第
三
章　

業
談

　

第
二
編　

演
壇
話

　
　

 

第
一
章　

演
説　

第
二
章　

説
教 

第
三
章　

演
芸
│ 

童
話
／
講
談
／
落
語
／ 

漫
談
／
放
送

第
三
部　

話
道
の
泉

名
著
再
読
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第
四
部　

附
説
│ 

第
一
編　

話
題
に
つ
い
て 

第
二
編　

テ
ク
ニ
ッ
ク
に
つ
い
て

「
国
語
教
室
の
人
」（
西
尾
実
先
生
の
こ
と
ば
）
と

な
っ
て
「
教
育
話
法
」
に
つ
い
て
強
い
問
題
意
識
を

持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。
毎
日
の
国
語
教
育
実
践
に
お

い
て
、
学
習
者
の
発
達
段
階
や
実
態
に
即
し
た
音
声

の
大
き
さ
、
速
さ
で
話
す
こ
と
、
ま
た
説
明
、
発
問
、

読
み
聞
か
せ
な
ど
に
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
音
声
や
話

法
を
身
に
つ
け
る
よ
う
に
と
努
め
て
い
た
こ
ろ
に
、

本
書
を
読
ん
で
、
大
い
に
学
ぶ
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
。

　

と
り
わ
け
自
分
の
「
教
育
話
法
」
の
あ
り
方
に
大

き
な
影
響
を
与
え
ら
れ
た
の
は
、第
一
部
第
二
編「
話

の
根
本
条
件
」
の
中
の
「
４
、
間
の
置
き
方
」
の
部

分
で
あ
っ
た
。

「
ハ
ナ
シ
に
と
っ
て
、
コ
ト
バ
を
並
べ
る
こ
と
は

絶
対
条
件
で
あ
る
が
、
そ
の
ハ
ナ
シ
に
生
命
を
与

え
る
の
は
、（
中
略
）
い
ろ
い
ろ
の
条
件
が
必
要

で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
そ
の
生
命
を
溌は
つ

剌ら
つ

と
し
て

元
気
あ
ら
し
む
る
た
め
に
は
、
も
一
つ
肝
腎
な
条

件
が
潜
ん
で
い
る
の
で
す
。」

と
言
っ
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
ハ
ナ
シ
と
い
う
も
の
は
、
喋
る
も
の
で
す
が
、

そ
の
ハ
ナ
シ
の
中
に
、
喋
ら
な
い
部
分
が
あ
る
。

こ
れ
を
『
間
』
と
い
う
。
こ
い
つ
が
、
実
は
何
よ

り
も
大
切
な
も
の
で
、
食
物
に
例
え
て
い
う
と
、

ヴ
ィ
タ
ミ
ン
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
が
、直
接
、

ハ
ナ
シ
の
カ
ロ
リ
ー
に
は
な
ら
な
い
ま
で
も
、
こ

の
ヴ
ィ
タ
ミ
ン
Ｍ
が
欠
け
て
は
、
栄
養
失
調
に
な

り
ま
す
。」

「
た
だ
生
理
的
に
無
神
経
に
、
言
葉
と
言
葉
と
の

区
切
れ
を
つ
け
る
の
で
な
く
、
張
り
つ
め
た
神
経

を
鋭
敏
に
働
か
し
て
、電
波
探
知
機
（
レ
ー
ダ
ー
）

の
如
く
、
正
確
無
比
に
適
不
適
を
計
る
と
こ
ろ
の

『
沈
黙
の
時
間
』
な
の
で
す
。」

「
ハ
ナ
シ
に
限
ら
ず
、
芸
術
と
名
が
つ
く
も
の
に

は
、
音
楽
は
元
よ
り
、
美
術
、
彫
刻
、
文
学
、
演

劇
、
み
な
『
マ
』
が
、
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い

ま
す
。
目
立
た
な
い
、
目
に
見
え
な
い
重
要
な
位

置
を
で
す
。」

　

徳
川
夢
声
氏
は
、「
マ
と
は
沈
黙
な
り
」
で
は
「
誤

解
を
生
ず
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
」、
つ
ま
り
「
間
」

と
は
単
な
る
「
沈
黙
」
で
は
な
い
、「『
マ
』
と
は
虚

実
の
バ
ラ
ン
ス
な
り
。」
と
言
い
、「
ハ
ナ
シ
を
す
る

場
合
、
コ
ト
バ
だ
け
の
研
究
で
は
足
り
ま
せ
ん
。
そ

の
コ
ト
バ
に
も
た
せ
る
『
マ
』
の
研
究
、
話
し
て
い

る
間
の
表
情
動
作
す
べ
て
に
わ
た
る
バ
ラ
ン
ス
の
研

究
、
そ
こ
ま
で
行
か
な
い
と
満
点
と
は
い
え
ま
せ

ん
。」
と
述
べ
て
い
る
。

　

徳
川
夢
声
氏
は
本
書
で
次
の「
演
説
心
得
六
カ
条
」

を
主
張
し
て
い
る
。

「
第
１
条　

自
分
が
言
わ
ん
と
す
る
こ
と
を
、
心
の

中
に
順
序
よ
く
積
み
重
ね
て
お
く
。」「
第
２
条　

聴

衆
の
状
態
に
よ
っ
て
、
言
語
態
度
な
ど
変
通
自
在
に

加
減
す
る
。」「
第
３
条　

場
所
の
状
況
如
何
に
よ
っ

て
、
臨
機
応
変
た
る
こ
と
。」「
第
４
条　

自
分
性
来

の
声
、す
な
わ
ち
地
声
を
よ
く
鍛
錬
す
る
こ
と
。」「
第

５
条　

会
場
の
広
狭
、
聴
衆
の
多
少
に
よ
っ
て
、
声

の
調
節
を
計
る
こ
と
。」「
第
６
条　

聞
か
せ
る
の
が

半
分
、
観
せ
る
の
が
半
分
と
心
が
け
る
こ
と
。」

　

第
６
条
の
「
観
せ
る
」
は
「
コ
ト
バ
の
他
に
、
表

情
や
、
動
作
や
、
服
装
」
な
ど
の
力
を
借
り
る
必
要

を
さ
し
て
い
る
。
私
は
、
こ
れ
を
「
板
書
」
や
「
視

覚
的
資
料
」
な
ど
と
と
ら
え
た
。
そ
し
て
同
時
に
、

こ
こ
に
「
間
」
の
と
り
方
が
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。

　

本
書
の
「
間
の
置
き
方
」
の
章
は
、
次
の
二
文
で

結
ば
れ
て
い
る
。

　
「
│
│
『
話
術
』
と
は
『
マ
術
』
な
り
。」

　

 「
│
│
『
マ
』
と
は
動
き
て
破
れ
ざ
る
バ
ラ
ン
ス

な
り
。」

　

徳
川
夢
声
著
『
話
術
』
は
「
教
育
話
法
」
に
つ
い

て
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
が
、「
国
語
教
室
」
に

生
か
さ
れ
る
実
に
多
く
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

は
せ
が
わ　

た
か
し　

兵
庫
教
育
大
学
名
誉
教
授
。
著
書
に

『
豊
か
な
国
語
教
室
│
原
理
・
方
法
の
探
究
』（
右
文
書
院
）、

『
ひ
び
き
あ
う
国
語
教
室
の
創
造
』（
三
省
堂
）、『
子
規
全
集
』

八
・
一
二
・
一
七
巻
（
講
談
社
）
な
ど
が
あ
る
。




